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平
成
28
年
度 
定
期
総
会
を
終
え
て 

 旭
川
文
学
資
料
友
の
会  

会
長 

 

菅
野 

浩 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
旭
川
文
学
資
料
友
の
会
の
平
成

二
十
八
年
度
定
期
総
会
を
平
成
二
十
八
年
五
月
十
五
日
、
旭

川
文
学
資
料
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
ま
で
の
会
員
総
数

は
一
九
六
名
、
出
席
者
と
委
任
状
提
出
者
の
合
計
は
一
二
八

名
で
、
総
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
、
議
長
に
三
原
一
仁
氏
、

議
事
録
署
名
人
に
佐
藤
比
左
良
氏
、
森
内
傅
氏
を
選
出
し
議

事
に
入
り
ま
し
た
。 

 

最
初
に
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
主
企
画
展
「
詩
誌
『
青
芽
』
70
年
の
軌
跡
」
展
で
は
七
十

年
の
歴
史
の
積
み
重
ね
の
千
点
に
及
ぶ
豊
富
な
資
料
が
展

示
さ
れ
好
評
で
し
た
。
第
十
八
回
旭
川
文
学
資
料
展
「
～
旭

川
ゆ
か
り
の
文
学
者
～
三
好
文
夫
、
小
野
寺
与
吉
、
愛
山

渓
・
山
の
村
展
」
で
は
三
好
文
夫
、
小
野
寺
与
吉
両
氏
と
交

友
の
あ
っ
た
方
々
や
、
愛
山
渓
・
山
の
村
と
関
わ
り
の
あ
っ

た
方
々
な
ど
多
く
の
来
館
者
が
あ
り
盛
況
で
し
た
。 

 

十
二
月
二
十
二
日
か
ら
の
「
年
賀
状
・
ハ
ガ
キ
展
」
は
百

井
昌
男
氏
の
豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
約
千
五
百

点
を
展
示
し
、
折
か
ら
の
冬
ま
つ
り
か
ら
の
来
館
者
も
あ

り
、
多
く
の
方
か
ら
「
な
つ
か
し
い
」
と
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

井
上
靖
記
念
館
で
は
「
井
上
靖 

人
と
文
学Ⅵ

―
『
氷
壁
』 

         

の
頃
」
展
、
「
井
上
靖
と
利
休
―
『
本
覚
坊
遺
文
』
の
周
辺
」

展
な
ど
を
開
催
し
い
ず
れ
も
好
評
盛
況
で
し
た
。
関
連
普
及

事
業
と
し
て
講
座
、
講
演
会
、
朗
読
会
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

お
は
な
し
会
、
茶
会
、
文
学
散
歩
、
青
少
年
エ
ッ
セ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
多
く
の
事
業
を
実
施
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
決
算
報
告
、
監
査
報
告
に
つ
い
て
は
異
議
な
く
承
認
さ

れ
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
も
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、
顧
問
に
こ
れ
ま
で
理
事
、
文
学

資
料
館
長
で
あ
っ
た
富
田
昭
一
（
正
一
）
氏
を
選
任
、
理
事

と
し
て
新
た
に
西
勝
洋
一
、
坂
井
京
子
、
立
岩
惠
子
、
山
口

敬
子
の
各
氏
を
選
任
し
、
こ
れ
ま
で
顧
問
と
理
事
を
併
任
し

て
い
た
相
川
正
志
氏
と
こ
れ
ま
で
旭
川
文
学
資
料
館
長
で

あ
っ
た
富
田
昭
一(

昭
一)

氏
、
平
間
順
一
氏
が
理
事
退
任
と

な
り
ま
し
た
。
監
事
で
は
当
会
発
足
時
か
ら
務
め
ら
れ
た
氏

家
正
実
氏
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
石
川
千
賀
男
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。 

 

旭
川
文
学
資
料
館
で
は
館
長
に
松
野
郷
（
東
）
延
江
氏
、

副
館
長
に
西
勝
洋
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

新
役
員
名
簿 

【
顧
問
】
相
川
正
志
・
井
内
治
弥
・
北
見
弟
花
・
木
原
直
彦
・

坂
本
タ
カ
・
菅
沼
和
歌
子
・
東
郷
明
子
・
富
田
昭
一(

正
一)

・

深
谷
雄
大
【
会
長
】
菅
野
浩
、
【
副
会
長
】
石
山
宗
晏
・
佐

藤
比
左
良
・
十
河
宣
洋
、
【
旭
川
文
学
資
料
館
長
】
松
野
郷

(

東)

延
江
、
【
同
副
館
長
】
西
勝
洋
一
、
【
井
上
靖
記
念
館

長
】
荒
川
美
智
、
【
理
事
】
片
山
晴
夫
・
坂
井
京
子
・
白
井

惠
理
子
・
立
岩
惠
子
・
水
下
壽
代
・
森
内
傳
・
山
口
敬
子
、

【
監
事
】
阿
部
清
・
石
川
千
賀
男 

 

友
の
会 

職
員
異
動 

 
 

自
己
紹
介 

 

事
務
局
長 

 

阿
部 

英
昭 

 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。 

六
月
一
日
、
前
任
の 

澤
向
氏
か
ら
バ
ト
ン
を 

受
け
継
ぎ
事
務
局
に
て 

お
世
話
に
な
っ
て
い
る 

昭
和
二
十
四
年
生
ま
れ 

の
阿
部
英
昭
で
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
平
成

二
十
二
年
に
旭
川
市
西
神
楽
公
民
館
長
を
定
年
退
職
後
、

同
館
の
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
「
西
神
楽
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
」
に
雇
わ
れ
、
同
委
員
会
事
務
局
長
兼
西
神
楽
公
民

館
長
と
し
て
更
に
五
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。 

昨
年
四
月
か
ら
は
、
余
暇
中
心
の
年
金
生
活
を
過
ご
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
三
月
、
澤
向
氏
と
数
年
ぶ
り
で

再
会
し
、
当
「
友
の
会
」
の
お
話
を
頂
い
た
次
第
で
す
。

文
学
に
つ
い
て
特
段
の
知
識
が
な
く
、
小
熊
秀
雄
や
今
野

大
力
の
名
前
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
作
品
は
読
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
好
き
な
作
家
と
言
え
ば
、
推
理
小
説
の

東
野
圭
吾
と
い
っ
た
具
合
で
、
純
文
学
の
世
界
と
関
わ
る

「
友
の
会
」
の
仕
事
が
務
ま
る
か
ど
う
か
思
案
逡
巡
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
役
所
で
の
様
々
な
事
務
経
験
や
西
神

楽
で
の
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
体
験
な
ど
は
、
き
っ
と
友

の
会
の
運
営
に
も
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
記

憶
力
の
低
下
も
顧
み
ず
応
募
し
た
次
第
で
す
。
現
在
六
十

六
歳
で
す
が
、
気
持
ち
は
若
く
保
ち
つ
つ
勤
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
私
の
稚
拙
な
文
学
経
験
？
を
中
学
校
時
代
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
若
干
披
露
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昭
和
三
十

七
年
当
時
北
海
道
学
芸
大
学
付
属
中
学
校
は
春
光
一
区
の

 
 

旭
川
文
学
資
料
友
の
会 

 
 

友
の
会
通
信 

第
17
号 

発
行
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

旭
川
文
学
資
料
友
の
会 

〒
０
７
０-

０
０
４
４ 

 

 
 
 

旭
川
市
常
磐
公
園
旭
川
市
常
磐
館
内 

電
話 

０
１
６
６-

２
２-

３
３
１
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
６
６-

２
２-

３
３
３
４ 
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旧
木
造
兵
舎(

現
在
地
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所)

に
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
国
語
の
朝
倉
正
春
教
頭
先
生
は
生
徒
一
人
で
年
間

一
〇
〇
枚
の
作
文
を
書
く
よ
う
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
中

一
で
は
何
を
書
い
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
五
〇
枚
が
や
っ

と
で
し
た
が
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
、
あ
れ
こ
れ
自
分
で

テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
は
自
分
の
考
え
や
思
い
を
書
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
三
年
時
は
一
二
〇
枚
書
き
ま
し
た
。

生
徒
全
員
の
作
文
に
朝
倉
先
生
が
赤
ペ
ン
で
て
い
ね
い
に

コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
文
学
習
で

は
自
分
の
考
え
を
整
理
す
る
方
法
を
知
ら
ず
知
ら
ず
に
学

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
北
高
で
は
、
現
代
国
語
も
好
き
な

科
目
と
な
り
評
論
文
な
ど
に
も
関
心
を
深
め
ま
し
た
。
室

蘭
で
過
ご
し
た
学
生
時
代
は
、夏
目
漱
石
や
芥
川
龍
之
介
、

横
光
利
一
や
大
岡
昇
平
作
品
に
も
感
動
し
た
覚
え
が
あ
り

ま
す
。
井
上
靖
の
氷
壁
ほ
か
数
編
を
読
ん
だ
の
も
こ
の
頃

で
す
。
し
か
し
就
職
し
て
か
ら
は
、
ご
み
処
理
や
地
球
温

暖
化
な
ど
環
境
問
題
を
論
じ
た
評
論
や
景
観
デ
ザ
イ
ン
に

関
す
る
専
門
誌
、
そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
雑
誌
な
ど
に
明
け
暮

れ
、小
説
は
ほ
と
ん
ど
読
む
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
回
友
の
会
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
、
敦
煌
を
再
読
し

ま
し
た
。
戦
乱
の
広
漠
と
し
た
情
景
の
中
で
、
主
人
公
行

徳
と
商
隊
長
が
と
っ
組
み
合
い
の
喧
嘩
と
な
り
、
行
徳
が

大
切
に
し
て
い
た
妃
の
首
飾
り
が
奪
わ
れ
、
し
か
し
糸
が

切
れ
て
宝
石
が
砂
漠
に
紛
れ
て
し
ま
う
場
面
、
井
上
靖
な

ら
で
は
の
機
微
と
哀
感
に
満
ち
た
精
緻
極
ま
り
な
い
表
現

を
読
み
返
し
、
褐
色
の
砂
漠
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。 

私
の
市
役
所
で
の
仕
事
を
振
り
返
る
と
、
ご
み
減
量
や

ノ
ー
レ
ジ
袋
運
動
を
消
費
者
協
会
の
皆
様
と
と
も
に
進
め

た
り
、
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
音
楽
堂
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

市
民
と
協
働
し
て
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
今

「
文
学
資
料
友
の
会
」
の
皆
様
と
出
会
い
ま
し
た
。
皆
様

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
学
研
的
で
大
が
か
り
且
つ
長
年

継
続
し
て
こ
ら
れ
た
す
ば
ら
し
い
活
動
で
す
。
菅
野
会
長

を
先
頭
に
皆
様
が
毎
日
熱
き
心
で
黙
々
と
活
動
さ
れ
て
お

ら
れ
る
こ
と
に
敬
服
す
る
ば
か
り
で
す
。
友
の
会
の
活
動

が
よ
り
一
層
充
実
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
微
力
な
が
ら
私

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
重
ね
て
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

こ
の
度
、
地
元
の
文
化
活
動
に
理
解
の
あ
る
、
旭
川
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
（
尾
﨑
吉
一
社
長
）
様
よ
り
、

旭
川
関
係
文
学
資
料
五
点
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
当
会

が
希
望
す
る
資
料
を
購
入
・
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
四
度
目
の
御
寄
贈
で
累
計
三
十
四
点
と
な
り
ま

す
。
今
回
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

・
井
上
靖 

直
筆
原
稿
『
「
沙
石
集
」
を
読
ん
で
』 

 

（
岩
波
書
店
日
本
古
典
文
学
大
系
月
報
第
二
期
第
25

回
配
本
に
収
録
） 

                   

・
雑
誌
「
愛
國
婦
人
」
第
五
三
三
号 大

正
十
五
年
九
月
、 

愛
国
婦
人
会
発
行
。 

小
熊
秀
雄
の
童
話 

「
三
人
の
騎
士
」
収
載 

 

 

・
文
芸
誌
「
文
藝
春
秋
」
十
四
巻
十
号 

昭
和
十
一
年
十
月
、 

文
芸
春
秋
社
発
行
。 

 
 
 

小
熊
秀
雄
の
評
論 

「
ユ
ー
モ
ア
作
家
批

判
」
収
載 

 

・
文
芸
誌
「
槐
」
（
え
ん
じ
ゅ
）
二
巻
五
号 

 
 

昭
和
十
四
年
五
月
、 

大
観
堂
発
行
。 

 
 

小
熊
秀
雄
の
長
篇
詩

「
託
兒
所
を
つ
く
れ
」

収
載 

 

・
文
芸
誌
「
槐
」
（
え
ん
じ
ゅ
）
二
巻
七
号 

 
 

本
庄
陸
男
追
悼
号 

 
 

昭
和
十
四
年
八
月
、 

大
観
堂
発
行
。 

 
 

小
熊
秀
雄
の
追
悼
文

「
死
・
慾
望
・
休
止
符

―
本
庄
君
に
就
い
て

―
」
、
小
熊
秀
雄
の
長
篇
詩
「
風
刺
大
學
生
」
収
載
。

ほ
か
に
、
亀
井
勝
一
郎
、
伊
藤
整
の
本
庄
陸
男
へ
の

追
悼
文
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
よ
り
寄
贈 
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今
年
度
の
旭
川
文
学
資
料
展
は
、
詩
人 

佐
藤
比
左
良

（
ひ
さ
ら
）氏
の
足
跡
を
た
ど
る
展
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

 

 

佐
藤
氏
は
、
昭
和
五
年
札
幌
生
ま
れ
。 

旭
川
養
正
国
民
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
の
軍
需
工
場
、

岩
崎
通
信
機
に
就
職
、
翌
年
、
敗
戦
を
む
か
え
帰
郷
。
市

立
旭
川
青
年
学
校
本
科
に
編
入
入
学
し
昭
和
二
十
二
年
修

了
。
同
年
、
札
幌
普
通
逓
信
講
習
所
普
通
部
に
入
所
。 

当
初
は
旭
川
市
栄
町
（
現
二
条
西
三
丁
目
）
に
あ
っ
た

札
幌
逓
信
講
習
所
の
「
旭
川
分
室
」
で
学
ぶ
。
そ
こ
で
柚

木
衆
三
（
本
名
・
川
浪
武
男
）
ら
と
出
会
い
オ
リ
オ
ン
グ

ル
ー
プ
を
結
成
、
手
書
き
回
覧
同
人
誌
「
オ
ー
ロ
ラ
」
を

発
行
す
る
。 

昭
和
二
十
三
年
旭
川
郵
便
局
電
信
課
に
配
属
。
「
オ
ー

ロ
ラ
」
は
「
さ
さ
や
き
」
「
赤
い
手
帖
」
と
改
称
さ
れ
、

佐
藤
氏
は
主
要
同
人
と
し
て
鉄
筆
を
握
る
。 

昭
和
二
十
五
年
「
全
逓
文
学
」
創
刊
。
編
集
、
印
刷
、

発
注
、
会
計
等
一
手
に
引
き
受
け
る
も
、
職
制
か
ら
の
圧

力
で
四
号
で
廃
刊
。
そ
の
後
、
中
央
の
「
全
逓
新
聞
」
等

に
詩
を
書
き
続
け
る
。
職
場
仲
間
と
登
山
、
写
真
サ
ー
ク

ル
な
ど
を
結
成
。 

昭
和
三
十
年
に
同
じ
文
学
サ
ー
ク
ル
仲
間
の
一
条
葉
子

と
結
婚
、
二
児
を
も
う
け
る
。 

 

昭
和
三
十
九
年
、
う
た
り
詩
話
会
結
成
。
職
場
詩
誌
「
う

た
り
」
創
刊
、
編
集
発
行
す
る
。
全
国
各
地
で
も
詩
話
会

が
結
成
さ
れ
る
。 

 

昭
和
四
十
六
年
、
詩
集
『
灯
台
』
発
行
。
こ
の
詩
集
で

第
四
回
小
熊
秀
雄
賞
準
賞
を
受
賞
。 

 

職
場
の
先
輩
に
あ
た
る
今
野
大
力
に
つ
い
て
も
、
昭
和

二
十
五
年
く
ら
い
か
ら
興
味
を
持
ち
始
め
、
調
査
研
究
す

る
よ
う
に
な
る
。
昭
和
六
十
年
建
立
の
今
野
大
力
詩
碑
の

建
立
運
動
に
も
尽
力
。 

平
成
十
三
年
に
は
『
今
野
大
力
遺
稿
ノ
ー
ト
全
三
巻
』

を
旭
川
市
中
央
図
書
館
か
ら
刊
行
。 

 
今
野
大
力
研
究
で
平
成
二
十
二
年
度
旭
川
市
文
化
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。 

 

平
成
十
三
年
の
当
「
友
の
会
」
発
足
時
か
ら
現
在
ま
で
、

毎
週
、
資
料
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
。 

 

今
回
の
企
画
展
で
は
、
佐
藤
氏
が
謄
写
版
（
ガ
リ
版
）

で
編
集
発
行
し
た
多
数
の
サ
ー
ク
ル
誌
を
は
じ
め
、
仲
間

と
の
交
流
の
写
真
や
、
職
場
の
記
録
、
自
詩
集
や
私
家
版

の
今
野
大
力
研
究
書
、
直
筆
原
稿
や
書
簡
な
ど
を
編
年
体

で
展
示
し
ま
す
。 

☆
期
間
中
の
十
月
一
日
（
土
）
午
後
一
時
半
か
ら
、
旭
川

文
学
資
料
館
に
て
、
佐
藤
比
左
良
氏
の
講
演
会
を
実
施
し

ま
す
。
サ
ー
ク
ル
詩
運
動
を
と
お
し
て
働
く
者
の
連
帯
を

追
求
し
て
き
た
半
生
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
参
加
無
料
） 

                                 

第
19
回 

旭
川
文
学
資
料
展 

 

「
～
サ
ー
ク
ル
誌
、
今
野
大
力
と
共
に
～ 

詩
人 

佐
藤
比
左
良
の
仕
事
」 

 
平
成
28
年
8
月
16
日(

火)

～
10
月
22(

土) 

開
催
し
ま
す
！ 

是
非
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 「うたり」を謄写版で編集する 

佐藤比左良（昭和４０年頃） 

 

 

    

札幌逓信講習所卒業記念 

昭和 23年 9月 

左から二番目、佐藤比左良 

「全逓文学」 

第 2号 

昭和 25年 3月 

「うたり」 

第 1号 

昭和 39年 9月 

ちひろなみお 

（佐藤比左良） 

詩集『灯台』 

昭和 46年 3月 

『今野大力遺稿

ノート』 

平成 13年 3月 
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「
年
賀
状
・
ハ
ガ
キ
展
」
を
終
え
て 

 
 
 
 

 

百
井 

昌
男 

 

「
も
ら
う
の
も
、
出
す
の

も
楽
し
い
年
賀
状
」
と
い
う

標
語
が
あ
り
、
私
に
と
っ
て

一
番
の
思
い
出
の
賀
状
は
、

昭
和
三
十
七
年
に
旭
川
市
教

育
委
員
会
か
ら
届
い
た
成
人

式
の
案
内
を
兼
ね
た
賀
状
で
、
当
時
は
一
枚
五
円
で
し
た
。

輝
か
し
い
門
出
に
あ
た
っ
て
、
ま
す
ま
す
健
康
な
社
会
人
と

し
て
御
活
躍
を
祈
念
し
て
い
ま
す
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
五

十
四
年
も
前
の
こ
と
で
す
。
資
料
に
よ
る
と
平
安
時
代
か
ら

年
賀
の
風
習
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
昭
和
二
十
五
年
か
ら
今

の
よ
う
な
賀
状
と
し
て
の
ハ
ガ
キ
が
発
行
さ
れ
、
祝
い
事
を

伝
え
る
年
賀
電
報
や
絵
馬
の
賀
状
が
あ
り
ま
す
。 

 

年
賀
状
は
そ
の
時
代
に
よ
り
版
画
・
ガ
リ
版
・
プ
リ
ン
ト

ゴ
ッ
コ
・
パ
ソ
コ
ン
と
技
術
の
向
上
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
賀

状
が
で
き
ま
す
。
一
方
筆
書
の
シ
ン
プ
ル
で
心
に
残
る
も
の

も
あ
り
、
絵
柄
の
手
法
に
は
時
代
背
景
が
反
映
さ
れ
、
世
相

を
感
じ
ま
す
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
喜
び
を
感
じ
、

個
性
あ
ふ
れ
る
色
彩
豊
か
な
（
素
晴
ら
し
い
）
年
賀
状
を
手

に
し
た
と
き
、
賀
状
は
新
し
い
年
に
向
け
て
の
心
と
心
を
つ

な
ぐ
役
目
を
す
る
ば
か
り
で
な
く
残
し
て
お
け
ば
い
つ
ま

で
も
そ
の
年
の
思
い
出
と
な
り
、
私
に
と
っ
て
は
大
事
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。 

 

珍
し
い
賀
状
と
し
て
は
、
明
治
二
十
六
年
ア
メ
リ
カ
か
ら

届
け
ら
れ
た
賀
状
。
戦
時
色
の
濃
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
大

正
八
年
に
は
「
敵
国
降
伏
」
の
文
字
が
入
っ
た
賀
状
や
日
の

丸
が
描
か
れ
た
も
の
等
、
明
治
天
皇
崩
御
の
際
の
喪
中
賀
状

も
あ
り
ま
す
。 

 

四
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
旭
川
市
内
の
建
物
を
版
画
に

し
た
も
の
、
家
族
の
近
況
を
知
ら
せ
る
賀
状
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
七
年
に
は
旭
川
市
役
所
か
ら
隣
保
班
回
覧
板
と
し

て
「
年
賀
状
を
廃
シ
出
征
軍
人
に
は
慰
問
文
を
出
し
ま
し
ょ

う
」
と
時
代
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

文
学
資
料
館
所
蔵
の
展
示
と
し
て
は
、
旭
川
に
ゆ
か
り
の

あ
る
文
化
人
の
賀
状
百
二
十
点
を
展
示
し
、
普
段
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
だ
け
に
好
評
で
し
た
。
今
後
も
知
人
・
友
人
・

親
類
へ
年
に
一
度
の
近
況
報
告
と
し
て
年
始
の
挨
拶
を
届

け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
展
示
に
あ
た
っ
て
今
後
の
賀
状
作
製
の
参
考
に
な

れ
ば
、
何
か
を
感
じ
と
ら
え
ら
れ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

  

 

「
井
上
靖 

芥
川
賞
受
賞
か
ら 

『
氷
壁
』
の
頃
」
展
を
終
え
て 

 

井
上
靖
記
念
館 

司
書 

上
田 

郁
子 

 

 

こ
の
度
、
三
月
八
日
か
ら
五
月
二
十
八
日
の
期
間
、
文
学

資
料
館
を
会
場
に
企
画
展
を
行
い
ま
し
た
。 

井
上
靖
記
念
館
で
は
年
四
、
五
回
の
企
画
展
示
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
文
学
資
料
館
で
展
示
し
た
の
は
「
人
と
文
学
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
継
続
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

 
 

「
創
作
活
動
の
上
で
は
青
春
」
だ
っ
た
と
本
人
が
語
っ
た

昭
和
二
十
五
年
の
芥
川
賞
受
賞
の
時
期
か
ら
、
昭
和
三
十
一

年
か
ら
翌
年
に
朝
日
新
聞
朝
刊
に
連
載
さ
れ
た
「
氷
壁
」
を

発
表
し
た
時
期
に
焦
点
を
当
て
、
詩
や
小
説
を
紹
介
し
ま
し

た
。 展

示
を
と
お
し
て
改
め
て
見
え
て
き
た
の
は
、
終
戦
後
創

作
を
再
開
し
た
井
上
靖
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
で
し
た
。
部
下
だ

っ
た
山
崎
豊
子
さ
ん
の
回
想
に
、
「
駅
の
ホ
ー
ム
で
食
料
買

い
出
し
の
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
井
上
さ

ん
が
こ
れ
か
ら
書
こ
う
と
す
る
小
説
の
内
容
を
と
う
と
う

と
語
っ
て
聞
か
せ
て
く
れ
た
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
ま
す

が
、
と
に
か
く
い
つ
寝
て
い
つ
考
え
て
い
る
の
か
不
思
議
な

思
い
に
駆
ら
れ
る
程
の
作
品
の
質
と
量
に
圧
倒
さ
れ
る
思

い
が
い
た
し
ま
す
。 

さ
ら
に
取
材
の
た
め
作
品
の
舞
台
へ
出
向
き
、
時
に
は
登

山
も
し
、
ま
た
全
国
各
地
へ
の
講
演
旅
行
に
も
出
向
き
…
。

今
回
の
展
示
で
も
珍
し
い
北
海
道
で
の
講
演
会
の
折
の
写

真
を
掲
示
し
ま
し
た
が
、
今
よ
り
も
移
動
に
時
間
の
か
か
る

時
代
に
旅
を
し
、
パ
ソ
コ
ン
も
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
使
わ
ず
に
ひ

た
す
ら
手
書
き
で
原
稿
用
紙
を
埋
め
、
日
刊
、
週
刊
、
月
刊

の
連
載
を
複
数
抱
え
人
気
作
家
と
な
っ
て
ゆ
く
姿
は
痛
快

で
す
ら
あ
り
ま
す
。 

「
井
上
靖
が
旭
川
で
生
ま
れ
た
こ
と
」
と
共
に
、
井
上
文

学
を
広
く
紹
介
し
て
い
く
の
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
友
の
会
の

皆
様
の
御
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
も
皆
様
の
お
手
を

借
り
な
が
ら
よ
り
良
い
展
示
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

  

          

 

《
企
画
展
を
終
え
て
》
担
当
者
よ
り 

・
「
年
賀
状
・
ハ
ガ
キ
展
」 

（
平
成
27
・
12
・
22
～
平
成
28
・
2
・
13
） 

・
「
井
上
靖 

芥
川
賞
受
賞
か
ら
『
氷
壁
』
の
頃
」 

（
平
成
28
・
3
・
8
～
5
・
28
） 
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五
行
歌
と
は 

 
 
 

 
  

 

旭
川
五
行
歌
の
会 
代
長 

 

戸
水 

忠 
   

五
行
歌
は
、
短
歌
が
五
・
七
・
五
・
七
・
七
と
言
う
字

数
を
定
型
と
し
て
書
か
れ
ま
す
が
、
こ
の
五
・
七
・
五
・

七
・
七
と
言
う
字
数
に
と
ら
わ
れ
ず
に
自
由
な
字
数
で
書

こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
詩
歌
で
す
。 

日
本
人
は
こ
の
五
・
七
・
五
の
定
型
を
千
数
百
年
ま
も

っ
て
歌
を
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
西
欧
か

ら
新
し
い
詩
歌
が
伝
わ
り
西
欧
の
詩
歌
は
も
っ
と
自
由
に

詩
歌
を
書
い
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
自
由
な
字
数
で
歌
を
書
こ
う
と
考
え
た
の
は

草
壁
焔
太
と
言
う
人
で
す
が
、
彼
の
前
に
も
明
治
以
来
幾

人
か
の
人
が
同
じ
よ
う
な
試
み
を
し
ま
し
た
が
あ
ま
り
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
れ
は
、
五
行
に
分
け
て
書
く
こ
と
に
思
い
つ
か
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。
五
行
に
分
け
て
か
く
と
、
一
行
一
行
を

ど
う
書
く
か
と
無
意
識
に
思
い
ま
す
か
ら
作
品
が
引
き
締

ま
っ
た
、
ま
と
ま
り
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

行
の
長
さ
は
自
分
の
思
い
を
込
め
て
一
呼
吸
で
す
。 

 

次
に
口
語
で
書
く
と
言
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

自
分
の
思
い
を
出
来
る
限
り
素
直
に
あ
り
の
ま
ま
に
表
現

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
代
詩
が
お
こ
な
っ
て
い

る
よ
う
な
、
言
葉
の
お
も
し
ろ
さ
と
か
、
中
々
表
現
出
来

な
い
お
も
い
を
隠
喩
・
暗
喩
の
よ
う
な
詩
歌
に
親
し
ん
で

い
る
ひ
と
に
し
か
理
解
で
き
な
い
詩
歌
で
な
く
誰
も
が
理

解
し
書
け
る
詩
歌
と
し
ま
し
た
。 

私
達
一
人
ひ
と
り
み
ん
な
違
っ
た
人
生
を
歩
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
自
分
の
あ
り
の
ま
ま
を
書
く
こ
と
が
本
当
の
詩

歌
な
の
だ
と
考
え
た
の
で
す
。
そ
れ
と
五
行
歌
は
他
の
人

の
作
品
を
添
削
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。 

 

作
品
を
書
い
た
人
の
気
持
ち
を
大
事
に
す
る
と
と
も
に
、

作
者
し
か
わ
か
ら
な
い
気
持
ち
を
他
の
人
が
直
す
こ
と
が

出
来
な
い
か
ら
で
す
。
言
葉
遣
い
の
お
か
し
い
と
思
う
こ

と
、
文
法
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
ど
も
気
に
し
ま
せ

ん
、
む
し
ろ
そ
の
こ
と
が
作
者
自
身
の
個
性
で
も
あ
る
か

ら
で
す
。 

旭
川
で
こ
の
歌
会
を
始
め
た
の
は
丁
度
二
十
年
前
、
来

年
一
月
末
日
が
そ
の
記
念
日
に
な
り
ま
す
。 

現
在
毎
月
第
一
土
曜
日 

旭
川
文
学
資
料
館
で
十
三
時

三
十
分
か
ら
歌
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
十
名
程
あ
つ

ま
り
ま
す
。 

そ
の
他
シ
ニ
ア
大
学
、百
寿
大
学
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

ど
ん
な
作
品
を
み
な
さ
ん
書
い
て
い
る
か
は
「
グ
ラ
フ
旭

川
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

「
歌
集
を
読
む
会
」
に
触
れ
て 

 
 

 

旭
川
歌
人
ク
ラ
ブ
会
員 

 

飯
田 

ひ
さ
子 

 

 

「
旭
川
歌
人
ク
ラ
ブ
」

の
二
代
目
会
長
で
あ
っ

た
、
佐
藤
哲
彦
さ
ん
の

発
案
で
発
足
し
た
「
歌

集
を
詠
む
会
」
も
今
年

十
二
月
で
三
十
年
に
な

り
ま
す
。 

 

短
歌
に
興
味
を
も
ち
始
め
て
い
た
十
五
年
前
、
夫
の
赴

任
地
、函
館
在
住
の
折
り
に
西
勝
洋
一
さ
ん
を
通
し
て「
歌

集
を
読
む
会
」
の
活
動
を
知
り
ま
し
た
。
文
学
性
に
乏
し

か
っ
た
私
に
小
さ
な
光
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気

が
し
て
即
入
会
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
函
館
か
ら
通
っ
て

い
た
の
で
す
が
そ
の
後
、
滝
川
―
旭
川
へ
と
夫
が
転
勤
に

な
り
今
で
は
身
近
で
学
べ
る
こ
と
を
有
り
難
く
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
間
、
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
変
わ
り
に
伴
い
二
〇

〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）
か
ら
出
席
と
勉
強
会
の
記
録
を

付
け
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

現
在
、
会
員
は
十
六
名
ほ
ど
で
す
が
、
遠
く
は
札
幌
や

名
寄
か
ら
の
会
員
も
お
ら
れ
ま
す
。
毎
月
、
第
二
土
曜
日

の
一
時
半
か
ら
二
時
間
、
旭
川
文
学
資
料
館
の
ご
好
意
に

甘
え
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
交
流
室
を
お
借
り
し
て
勉
強
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
費
は
一
年
間
一
０
０
０
円
で
、
主

に
例
会
の
お
知
ら
せ
の
葉
書
代
や
印
刷
費
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
な
る
べ
く
お
金
を
か
け

な
い
よ
う
に
と
の
ご
配
慮
か
ら
西
勝
さ
ん
が
資
料
な
ど
も

提
供
し
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
が
入
会
し
て
か
ら
読
ん
だ
歌
人
は
、
滝
沢
亘
、
小
池

光
、
斉
藤
史
、
塚
本
邦
雄
、
宮
柊
二
、
高
野
公
彦
、
佐
藤

佐
太
郎
、
河
野
裕
子
、
小
高
賢
そ
し
て
、
二
〇
一
六
年
（
平

成
二
十
七
年
）
六
月
か
ら
読
み
始
め
て
こ
の
九
月
で
終
了

と
な
る
現
代
短
歌
文
庫
の
『
小
中
英
之
歌
集
』
な
ど
。
十

月
か
ら
は
、
思
潮
社
発
行
の
『
岡
井
隆
歌
集
』
を
学
ぶ
予

定
で
す
。 

現
在
、
定
員
い
っ
ぱ
い
の
会
員
で
学
ん
で
い
ま
す
が
ま

だ
ま
だ
私
の
知
ら
な
い
歌
人
の
方
た
ち
の
歌
集
を
学
べ
る

と
思
う
と
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。 

今
年
五
月
三
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
発
案
者
の
、
佐
藤
哲

彦
さ
ん
が
ご
存
命
で
あ
っ
た
な
ら
『
岡
井
隆
歌
集
』
の
作

品
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
含
蓄
の
あ
る
ご
意
見
を
伺
え
る

の
に
と
思
う
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。七
月
二
十
三
日
に
、

お
別
れ
の
会
が
あ
る
と
聞
き
私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

月
例
・
共
催
事
業
の
紹
介 

旭
川
文
学
資
料
館
地
階
の
交
流
室
に
て
、
市
内
の
四
つ
の
文
学
団
体
が

読
書
会
、
勉
強
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
団
体
の
方
に
活
動
内
容
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。 
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「
地
域
の
作
家
を
読
む
会
」
に
つ
い
て 

 

読
む
会 

案
内
人 

 

石
川 

郁
夫 

 

 

二
〇
一
一
年
、
文
学

資
料
館
で
木
野
工
の
企

画
展
が
開
か
れ
、
木
野

工
に
つ
い
て
語
る
機
会

を
与
え
ら
れ
た
の
だ
が
、

そ
こ
で
僕
は
木
野
さ
ん

だ
け
で
な
く
、
旭
川
に

は
、
こ
の
地
に
腰
を
す
え
て
小
説
を
書
き
、
そ
の
作
品
が

日
本
文
学
の
先
端
に
拮
抗
す
る
価
値
を
持
つ
多
く
の
作
家

が
い
る
こ
と
を
語
っ
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
が
、
本
当
に
読

む
に
価
す
る
の
か
否
が
、
僕
ら
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
眼

で
ゆ
っ
く
り
と
読
み
な
お
し
、
語
り
合
う
機
会
を
持
つ
こ

と
は
出
来
な
い
か
。
そ
う
し
合
う
こ
と
で
、
僕
ら
市
民
が

単
な
る
文
化
の
受
信
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
自
身
が
文

化
を
形
作
る
主
体
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は

な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
語
っ
た
。
賛
同
者
が
い
て
、
資

料
館
の
温
か
い
理
解
も
あ
っ
て
、〝
読
書
会
〟
で
は
な
い
、

あ
く
ま
で
も
〝
読
む
会
〟
で
あ
る
〝
地
域
の
作
家
を
読
む

会
〟
は
二
〇
一
一
年
八
月
に
ス
タ
ー
ト
、
振
返
っ
て
み
れ

ば
も
う
五
年
前
の
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
読
ん
だ
作
品

も
五
十
編
を
超
え
る
も
の
に
な
っ
た
。 

資
料
館
の
役
割
と
価
値
は
、
将
来
ま
す
ま
す
、
想
像
以

上
に
重
た
く
大
切
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
文
化

と
い
う
も
の
は
、
絶
え
ず
話
題
に
さ
れ
、
目
に
触
れ
、
手

に
取
ら
れ
る
こ
と
を
通
し
て
文
化
と
し
て
形
を
与
え
ら
れ

定
着
す
る
。
作
品
が
書
棚
に
並
ん
で
い
る
だ
け
で
は
、
単

な
る
歴
史
的
資
料
と
し
て
埃
を
か
ぶ
り
、
や
が
て
人
々
の

意
識
か
ら
遠
ざ
か
り
塵
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
だ

か
ら
資
料
館
の
背
負
う
役
割
は
限
り
な
く
大
き
い
。
そ
ん

な
中
で
〝
読
む
会
〟
は
、
読
む
こ
と
を
通
し
て
、
資
料
館

に
眠
る
貴
重
な
財
産
の
ほ
ん
の
一
部
を
、
市
民
の
手
に
受

け
渡
す
さ
さ
や
か
な
力
の
一
つ
に
な
れ
ば
、
と
も
思
っ
て

い
る
の
だ
が
―
。 

そ
ん
な
訳
で
〝
読
む
会
〟
は
毎
月
第
三
土
曜
の
午
後
、

案
内
人
の
石
川
が
作
品
を
音
読
、
参
加
者
も
耳
で
聴
き
な

が
ら
同
時
に
黙
読
を
す
る
形
で
進
め
て
い
る
。 

実
際
の
と
こ
ろ
、
参
加
者
が
固
定
化
し
、
先
細
り
し
て

い
て
正
直
に
言
っ
て
心
細
い
限
り
な
の
だ
が
、
せ
っ
か
く

の
資
料
館
に
用
意
さ
れ
た
優
れ
た
作
品
や
作
家
を
、
一
人

で
も
知
っ
て
く
れ
る
街
の
人
が
お
れ
ば
、
と
の
思
い
で
続

け
て
い
る
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

「
詩
と
遊
ぼ
う
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旭
川
詩
人
ク
ラ
ブ
会
員 

 

荻
野 

久
子 

 

  
 

「
旭
川
詩
人
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

平
成
二
十
七
年
度
よ
り

「
詩
と
遊
ぼ
う
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
楽
し
い
試

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

月
毎
に
一
回
、
ど
な
た

が
参
加
さ
れ
て
も
大
歓
迎
で
す
。 

 

内
容
を
い
か
に
進
行
し
て
行
く
か
と
い
う
事
は
、
当
番

制
で
、
担
当
者
の
趣
向
で
進
行
さ
れ
て
行
き
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
一
つ
の
題
材
や
題
名
を
決
め
て
詩
を
書
く
事

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
音
声
で
の
物
語
や
音
楽
性
の
組
曲

な
ど
を
聴
取
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
ゆ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
各
々
が
一
行
ず
つ
の
詩
を
書
き
、
連
詩
を

作
り
上
げ
る
事
も
あ
り
ま
す
。
詩
作
す
る
時
間
は
凡
そ
二

十
分
間
で
す
。
こ
こ
で
全
員
が
一
枚
の
紙
に
向
か
っ
て
、

静
か
な
空
気
の
中
で
詩
作
の
ペ
ン
を
走
ら
せ
ま
す
。 

 

私
は
、
こ
の
時
間
帯
を
驚
嘆
す
る
ば
か
り
に
感
動
さ
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
十
人
十
色
の
個
性
が
、
一
つ
一
つ
の
作

品
を
産
み
出
す
の
で
す
か
ら
。 

 

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
全
員
の
作
品
を
コ
ピ
ー
し
た

も
の
が
配
布
さ
れ
、
各
々
が
自
作
を
朗
読
し
て
朗
読
会
は

熱
気
に
あ
ふ
れ
た
拍
手
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。 

 
 

貴
重
な
時
間
と
体
験
の
中
で
、
大
き
な
輪
を
感
じ
て
い

ま
す
。
心
の
手
と
手
を
つ
な
ぎ
、
個
性
あ
る
温
も
り
が
通

い
合
っ
た
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
に
感
激
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

そ
の
あ
と
、
わ
ず
か
な
時
間
の
中
で
、
今
後
の
希
望
や

ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
意
見
と
し
て
持
ち
出
す
、
小
さ
な
茶

話
会
に
も
、
ふ
れ
あ
い
の
空
気
が
み
な
ぎ
り
、
こ
の
時
、

こ
の
場
所
で
、
詩
と
遊
ぶ
魂
の
友
情
を
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

 

（
「
詩
と
遊
ぼ
う
」
は
基
本
的
に
月
一
回
、
最
終
火
曜

日
の
十
三
時
半
か
ら
、
旭
川
文
学
資
料
館
交
流
室
で
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
実
施
予
定
日
は
、
9
／
27
、 

10
／
25
、
11
／
15
、
1
／
24
、
2
／
22
、
4
／
25
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
） 
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古
い
本
に
埋
も
れ
て 

坂
井 

京
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 

資
料
館
の
本
の
整
理

に
加
わ
っ
て
今
年
で
十

四
年
に
な
る
。
仕
事
は

主
に
、
寄
贈
者
か
ら
頂

い
た
本
の
図
書
カ
ー
ド

作
り
で
あ
る
。
こ
の
仕

事
の
醍
醐
味
は
様
々
な
本
に
出
会
え
る
こ
と
で
、
本
に
埋

も
れ
て
本
に
触
れ
て
い
る
だ
け
で
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ

る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
の
と
こ
ろ
二
年
程
、
私
は
俳
句
誌
の
カ
ー
ド
書
き

を
し
て
き
た
。
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
「
ゆ
く
春
」
「
つ
ま
ご
」

「
俳
句
世
界
」
「
俳
句
研
究
」
「
石
狩
」
「
水
輪
」
「
胴
」

「
広
軌
」
「
俳
海
」
「
舷
燈
」
な
ど
な
ど
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
本
を
保
存
し
、寄
贈
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
感

謝
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

沢
山
の
句
誌
の
中
で
こ
と
に
面
白
い
の
は
、
大
正
末
期

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
古
い
本
で
、
私
は
そ
れ
ら
の

本
を
一
頁
ず
つ
見
て
、
北
海
道
関
係
、
旭
川
関
係
の
人
名

や
記
述
が
あ
る
か
ど
う
か
調
べ
、
あ
れ
ば
カ
ー
ド
に
記
入

し
て
い
く
。
つ
い
つ
い
九
十
年
も
前
の
人
々
の
文
や
俳
句

に
読
み
ふ
け
り
、
気
が
つ
け
ば
遠
い
時
代
に
溶
け
込
ん
で

陶
然
と
し
て
い
た
り
す
る
の
で
あ
る
。 

最
近
手
が
け
て
い
る
の
は
、
昭
和
九
年
に
創
刊
さ
れ
た

「
俳
句
研
究
」
で
あ
る
。
そ
の
執
筆
者
は
、
河
東
碧
梧
桐
、

水
原
秋
櫻
子
、
山
口
誓
子
、
飯
田
蛇
骨
、
荻
原
井
泉
水
、

室
積
徂
春
、
他
多
数
の
俳
人
や
文
学
者
で
、
俳
句
文
学
に

男
一
代
を
か
け
た
昔
の
文
学
青
年
達
の
情
熱
的
な
息
づ
か

い
が
、
私
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
っ
て
く
る
。 

先
月
出
会
っ
て
興
深
く
読
ん
だ
の
は
「
胴
」
と
い
う
句

誌
で
、
昭
和
三
十
一
年
に
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
昭
和
四
十
一
年
三
月
号
は
「
室
積
徂
春
特
輯
」
号
で
あ

っ
た
。
「
徂
春
先
生
の
没
後
十
年
に
建
立
す
る
さ
さ
や
か

な
記
念
塔
で
あ
る
」
と
扉
に
あ
っ
た
。 

徂
春
先
生
は
昭
和
二
年
に
「
ゆ
く
春
」
を
創
刊
、
昭
和

三
十
一
年
に
亡
く
な
っ
た
俳
人
で
あ
る
。
そ
の
先
生
の
思

い
出
を
三
十
三
名
の
方
々
が
書
い
て
い
る
。
徂
春
先
生
は

私
の
亡
父
の
敬
愛
す
る
師
匠
で
あ
り
、
ご
来
旭
の
折
り
に

お
逢
い
し
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
懐
か
し
く
読
ん
だ
の
で

あ
っ
た
。
「
ゆ
く
春
」
は
今
も
号
を
重
ね
、
七
月
号
で
通

巻
一
〇
四
一
号
に
な
っ
た
。
旭
川
支
部
も
健
在
で
あ
る
。 

茶
色
に
変
色
し
た
古
い
本
の
中
で
明
治
生
ま
れ
の
人
々

に
逢
え
る
の
は
、
資
料
室
の
仕
事
の
恩
典
で
あ
ろ
う
。 

   

 

大
村
正
次
先
生
の
こ
と 

西
勝 

洋
一 

  

も
う
五
十
年
以
上
も 

前
の
こ
と
に
な
る
。
私 

は
旭
川
東
高
校
に
在
学 

し
て
い
た
三
年
間
、
ず 

っ
と
生
物
部
に
所
属
し 

て
い
た
。
小
学
生
の
こ 

ろ
か
ら
蝶
々
を
採
集
し
て
標
本
を
つ
く
る
こ
と
に
熱
中
し

て
い
た
の
で
、
生
物
部
に
入
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
っ

た
。
生
物
部
の
顧
問
は
授
業
で
も
生
物
を
教
え
て
い
た
大

村
正
次
（
し
ょ
う
じ
）
先
生
。 

「
ま
す
」
と
い
う
渾
名
だ
っ
た
が
、
魚
の
鱒
の
こ
と
だ
っ

た
の
か
ど
う
か
。
し
ば
ら
く
気
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
先

生
は
私
た
ち
が
校
歌
よ
り
も
好
ん
で
歌
う
東
校
の
「
逍
遥

歌
」
の
作
詞
者
で
も
あ
っ
た
。
旧
か
な
で
書
か
れ
て
い
て
、

「
う
つ
ろ
ひ
か
は
る
蝦
夷
の
地
に
／
変
ら
ぬ
清
流
石
狩
や

／
メ
ノ
コ
が
髪
に
か
ざ
し
た
る
／
鈴
蘭
の
香
を
訪
め
も
み

ん
」
と
い
う
一
番
か
ら
始
ま
っ
て
「
か
く
ま
で
遠
く
来
し

も
の
を
／
山
の
紅
葉
の
涯
な
し
や
／
神
居
古
潭
の
夕
ま
ぐ

れ
／
故
郷
母
の
呼
ば
ふ
な
る
」と
い
う
五
番
ま
で
あ
っ
た
。 

あ
ま
り
授
業
を
脱
線
さ
せ
た
り
す
る
先
生
で
は
な
か
っ

た
が
、
一
度
だ
け
、
上
京
し
た
折
に
作
家
の
井
上
靖
の
家

に
招
か
れ
た
話
を
さ
れ
た
。
私
は
そ
の
話
に
興
味
を
も
っ

て
新
潮
文
庫
の
『
あ
す
な
ろ
物
語
』
を
買
っ
て
読
ん
だ
の

だ
と
思
う
が
、
そ
れ
が
若
い
日
の
愛
読
書
の
一
つ
に
な
っ

た
。
三
年
生
に
な
っ
て
私
は
一
〇
〇
人
以
上
も
部
員
を
抱

え
る
生
物
部
の
部
長
に
な
っ
た
の
で
、
職
員
室
に
行
っ
て

先
生
と
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
事

務
的
な
や
り
取
り
ば
か
り
で
、
個
人
的
な
話
を
し
た
こ
と

は
一
度
も
な
か
っ
た
。
後
年
、
先
生
が
退
職
し
て
故
郷
の

富
山
県
に
帰
ら
れ
る
と
い
う
の
で
、
私
た
ち
生
物
部
で
お

世
話
に
な
っ
た
者
が
集
ま
り
、
「
ち
ろ
る
」
で
送
別
会
を

開
い
た
が
、
そ
れ
が
お
会
い
し
た
最
後
に
な
っ
た
。 

井
上
靖
が
金
沢
の
旧
制
四
高
の
生
徒
だ
っ
た
昭
和
五
年

の
二
月
に
、
当
時
高
岡
中
学
の
教
師
で
詩
誌
「
日
本
海
詩

人
」
の
主
宰
者
で
あ
っ
た
大
村
正
次
を
訪
ね
て
い
く
行
が

井
上
の
「
青
春
放
浪
」
と
い
う
文
章
に
あ
る
。
大
作
家
の

文
学
的
出
発
に
立
ち
会
っ
た
詩
人
が
何
故
戦
後
に
旭
川
ま

で
来
て
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
先
生
の
来
歴
に
つ

い
て
は
詳
し
く
は
知
ら
な
い
。
た
だ
、
あ
の
「
逍
遥
歌
」

の
五
番
だ
け
が
私
に
は
異
質
な
感
じ
が
し
て
意
味
が
不
明

だ
っ
た
が
、
そ
の
背
後
に
先
生
の
人
生
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
今
は
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 
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【
文
学
資
料
館 

常
設
展
の
展
示
替
え
を
実
施
】 

東
延
江
館
長
が
中
心
と
な
り
、
友
の
会
理
事
、
会
員
の

協
力
で
、
旭
川
文
学
資
料
館
常
設
展
の
大
幅
な
展
示
替
え

を
行
い
ま
し
た
。 

第
二
展
示
室
の
旭
川
文
学
コ
ー
ナ
ー
を
年
代
別
か
ら
ジ

ャ
ン
ル
別
に
変
更
し
展
示
。
第
一
展
示
室
に
あ
っ
た
佐
藤

喜
一
、
木
野
工
コ
ー
ナ
ー
を
第
二
展
示
室
の
創
作
コ
ー
ナ

ー
に
移
動
、
新
た
に
三
好
文
夫
、
八
匠
衆
一
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
小
熊
秀
雄
賞
受
賞
者
紹
介
コ
ー
ナ

ー
も
余
裕
を
も
た
せ
て
配
置
換
え
を
し
ま
し
た
。 

団
体
客
の
来
館
時
に
も
以
前
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
観
覧
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
入
館
者
増
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

                

 

寄
贈
資
料
紹
介 

 

収
集
・提
供
い
た
だ
い
た
資
料
本
の
数
々 

昨
年
年
十
二
月
初
旬
か
ら
今
年
七
月
末
ま
で
、
追
加
さ
れ

た
資
料
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
学
資
料
調
査
事
務
室 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
芸
員 

沓
澤 

章
俊 

 

・「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
号
外
（
明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
一

日
。
郷
土
勇
士
凱
旋
画
報
）。「
日
刊
旭
川
新
聞
」（
昭
和

三
十
五
年
六
月
五
日
。
花
輪
ハ
ツ
、
音
楽
大
行
進
）。 

花
輪
家
所
蔵
写
真
（
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
、
旭
中
ほ
か
） 

・
中
西
憲
二
『
文
豪
井
上
靖
先
生
と
私
』（
私
家
版
） 

・
原
雅
子
歌
集
『
白
き
繊
月
』 

・『
北
海
道
』（
昭
和
十
五
年
、
旭
川
新
聞
社
発
行
） 

・
資
料
集
『
北
海
道
立
文
学
館
20
周
年
特
別
展
「
さ
と
ぽ

ろ
」
発
見 

大
正 

昭
和
・
札
幌 

芸
術
雑
誌
に
か
け
た

夢
』（
北
海
道
立
文
学
館
） 

・『
北
海
道
高
等
学
校
文
化
連
盟 

第
37
回
全
道
高
等
学
校

図
書
研
究
大
会
集
録
』 

・
村
岸
明
子
句
集
『
一
滴
の
琥
珀
』、
村
岸
明
子
『
あ
ん
た

が
た
ど
こ
さ
満
州
野
の
あ
ざ
み
草
』、
俳
誌
「
薫
槐
」 

・
神
原
良
詩
集
『
オ
タ
モ
イ
海
岸
』 

・
木
村
敏
男
句
集
『
遠
望
』 

・
井
上
靖
『
中
国
行
軍
日
記
』（
井
上
靖
文
学
館
編
） 

・
柴
田
望
詩
集
『
ド
ル
フ
ィ
ン
』 

・
明
石
光
則
編
『
あ
さ
ひ
か
わ
・
劇
場
盛
衰
史
試
稿
』。 

 

ミ
ニ
コ
ミ
誌
「
あ
む
」 

・
網
谷
厚
子
詩
集
『
魂
魄
風
』（
ま
ぶ
い
か
じ
）。
第
四
十

九
回
小
熊
秀
雄
賞
受
賞
詩
集 

・
網
谷
厚
子
直
筆
原
稿
（
詩
「
魂
魄
風
」）。
網
谷
厚
子
詩

集
『
玻
璃
行
』、
網
谷
厚
子
『
詩
的
言
語
論
』 

・
山
川
久
明
『
唯
一
無
二
』 

・「
東
鷹
栖
安
部
公
房
の
会
だ
よ
り
」
一
～
三
号 

・
浦
城
い
く
よ
『
父 

井
上
靖
と
私
』 

・「
紅
通
信
」（
岩
田
醸
造
株
式
会
社
） 

・
花
崎
皋
平
詩
集
『
い
の
ち
へ
の
旅
』 

・
旭
川
消
費
者
協
会
設
立
50
周
年
記
念
誌
『
50
年
の
あ

ゆ
み
』 

・『
旭
笑
長
屋
三
十
周
年 

一
九
八
六
年
～
二
〇
一
六
年
の

記
録
』 

・
赤
坂
家
家
系
図
（
手
書
き
・
板
東
三
百
関
係
） 

 

そ
の
他
、
各
文
芸
誌
、
各
文
学
館
館
報
等
、
多
数
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

友
の
会
人
事
動
向 

 (

敬
称
略) 

 

【
新
入
会
員
】 

蓮
井
眞
弓 

 

明
石
幸
子 

 

本
林
伸
允 

 

軽
部
望 

 
 

石
川
千
賀
男 

 

橋
爪
弘
敬 

 

橋
爪
裕
子 

 

㈱
グ
ラ
フ
旭
川 

 

丹
呉
ま
す
み 

 

柳
川
恭
裕 

阿
部
英
昭 

【
退
会
者
】 

野
村
み
ち
子 

 

煙
山
慶
子 

 

上
村
房
子 

 

黒
川
友
子 

 

駒
井
悦
子 

 

宮
崎
カ
ツ
子 

渡
辺
真
知
子 

 

岡
本
緑
也 

 

鎌
田
正
勝 

伊
藤
ミ
ツ 

 

富
岡
由
香
子 

【
ご
逝
去
】 

二
〇
一
六
年
五
月
三
日
没 

 

佐
藤
哲
彦 

様 

二
〇
一
六
年
七
月
七
日
没 

 

中
山
円
融 

様 

【
現
在
会
員
数
】 

一
九
六
名
（
七
月
三
十
一
日
現
在
） 

  

お
知
ら
せ
と
お
願
い 

 

旭
川
文
学
資
料
館
の
受
付
業
務
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
（
友
の
会
事
務
局 

℡ 

０
１
６
６-

２
２-

３
３
１
０
） 

   

事
務
局
だ
よ
り 

 

第二展示室。有孔パネルを 20枚購入し、ジャン

ルごとに展示。見やすくなりました。 


